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はじめに 

このたびは、5573- V 02 / 5573- W 02 プリンターをお買い上げいただき、まことにありがとう 
ございます。 

本書は、 5573- V 02 / 5573- W 02 プリンターの操作および取り扱い上のご注意などを記載し 
た説明書です。ご使用になる際によくお読みいただき、5573- V 02 / 5573- W 02 プリンター 
を十分にご活用ください。 

本書のプリンターに関する説明および記述は、仕様などが異なる箇所を除き、5573- V 02 / 
5573- W 02 プリンター共通です。本書に記載されている説明やイラストは、5573- W 02 プリ 
ンターを基本にしています。 

※なお、本書では以降5573- V 02 / 5573- W 02 プリンターを単に“プリンター”または“本 
プリンター”と呼んでいます。 

本書の構成 

「第1章設置」 では、プリンターの付属品、各部の名称およびインク•リボン.カートリッジ 
のセットやプリンターの システム •ユニットに接続するまでの設置手順を説明しています。 

「第 2 章操作パネル」 では、操作パネルの基本的な機能について説明しています。 

「第3章用紙の セット」 では、プリンターへの用紙のセット手順および各調整の手順につ 
いて説明しています。 

「第4章初期値設定」 では、初期値の設定方法、昇線調整等の手順を説明しています。 

「第5章問題判別」 では、プリンターのエラーの状態およびその解決方法がまとめられて 
います。 

「第 6 章消耗品、オプシヨンおよび保守」 では、インク•リボン•カートリッジ、プリンター • 

ケーブル、自動給紙機構 （ ASF )、 上トラクターおよび日常での保守について記述していま 
す。 

「第7章用紙に ついて」 では、使用できる用紙の種類、印刷可能領域などについて記述して 
います。 

「付録 A 仕様一覧」 では、プリンターの機械的、電気的仕様などについて記述しています。 

「付録 B 診断機能」 では、プリンター内蔵のテスト機能について記述しています。 

「付録 C プリンタ _ ■ コマンド」 では、プリンターの制御に必要なコマンドについて説明 
しています。 
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関連マニュアル 

5573- V 02/ W 02 

クイック.ガイド/サービス • サマリー N : SA 88-0254 

5573- V 02/ W 02 マニュアル CD N : SK 88-2202 

PAGES Command Reference N : SA 18-7628 

これらのマニュアルについては、弊社製品の販売店にお問い合わせください。 

消耗品/オプション 

本プリンターは、消耗品として以下の部品が設定されています。 

インク•リボン•カートリッジ （1 個入） 

5573- W 02 ID # 32971 0 L 

5573- V 02 ID # 3296731 

詰め替え用インク•リボン•カートリッジ （4 個入） 

5573- V 02 / W 02 共通 ID # 32972 0 L 

また、オプションとして以下の製品が設定されています。 

プリン ター•ケー ブ ノレ 


25 -36 ピンタイプ 

ID # 

ID # 

81 X 7875 (2.4 m ) 
09 F 5544 (5 m ) 

自動給紙機構 ( ASF ) 

5573- W 02 用 

ID # 

58 G 0399 

5573- V 02 用 

ID # 

58 G 0400 

上トラクター 

5573- W 02 用 

ID # 

58 G 0397 

5573- V 02 用 

ID # 

58 G 0398 


詳しくは、 「第 6 章消耗品、オプションおよび保守」 6-1 ページを参照してください。 
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安全に正しくお使いいただくために 

本書には、本プリンターを安全に正しくお使いいただくために安全表示が記述されていま 
す。 

安全に正しくお使レ、いただくために、操作の前には必ず、「安全に正しくお使レ、いただくた 
めに」の章をお読みください。また、本書を保管して、必要に応じて参照してください。 

絵表示について 

本書およびプリンターへの安全表示については、プリンターを正しくお使いいただいて、あ 
なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、次の絵表示をしていま 
す。その表示と意味は次のようになっています。 


A 危険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 
可能性がある危険が存在する内容を示しています。 

△注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想 
定される内容または物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


危険/注意ラベルの表示について 

本プリンターの外部または内部に黄色地に黒文字で表示されているラベルがある場合は、 
安全に関しての、危険または注意ラベルです。必ず表示の指示に従ってください。 

本書に記述されている以外に、危険または注意ラベルによる表示がある場合には（たとえ 
ば製品上)、必ずそのラベルの表示に従ってください。 

印字へッドには ▲マーク.ラベルが 貼ってあります。 

印刷直後には、印字へッドは非常に高温になって V、ますので ご注意ください。 
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△危険 

電源コード、電話線、通信ケーブルからの電流は身体に危険をおよぼします。設置、移動、また 
は装置を接続するときには、下記のようにケーブルの接続、取り外しを行ってください。本機 
は、安全のため3線電源コードおよび3ピン電源プラグを使用しています。電源プラグは、必ず 
接地端子付きコンセントに差し込んで使用してください。 



1まず装置に接続する 


4 

」 

_ 

1 


2その後、コンセントに接続する 



1まずコンセントから取り外す 



2その後、装置から取り外す 

— 

4 

_ 



完了 


完了 
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A \ 危険 

• 本書で指示している操作部以外は、自分で手入れや修理を決してしないでください。火災、 
感電のおそれがあります。本プリンターの性能に明らかな変化が認められ、手入れや修理 
が必要とされる場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから必ず抜 
V 、て、販売店または保守サービス会社にご連絡ください。 

參注油や分解はしないでください。火災、感電のおそれがあります。 

• 本プリンターを改造しないでください。火災、感電のおそれがあります。 

• 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。タコ足配線をしないでください。 
火災、感電のおそれがあります。 

• 本プリンターは、付属の電源コード以外は使用しないでください。付属の電源コードを他 
の機器には使用しないでください。火災、感電のおそれがあります。 

• ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したりしないでください。また重い物を載せたり、引っ張っ 
たり、無理に曲げたりすると電源コードが破損し、火災、感電のおそれがあります。 

參システム. ユニットの構成に電話ケーブル接続、通信ケーブル接続、 テレビのアンテナ 線 
接続が含まれている場合、付近に雷が発生しているときは、それらのケーブルに触れない 
ようにしてください。 

• 万一、発熱していたり、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態のまま使用する 
と、火災、感電のおそれがあります。すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント 
から必ず抜ヽて、販売店または保守サービス会社にご連絡ください。 

• 万一、 異物（金属片、水、液体）が本プリン ターの 内部に入った場合は、すぐに電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントから必ず抜いて、販売店または保守サービス会社にご連 
絡ください。そのまま使用すると、火災、感電のおそれがあります。 

• 万一、本プリンターを落としたり、本プリンターが損傷を受けた場合は、すぐに電源スイッ 
チを切り、電源プラグをコンセントから必ず抜いて、販売店または保守サービス会社にご 
連絡ください。そのまま使用すると、火災、感電のおそれがあります。 

• オプション.コネクターに、本プリンターのオプション以外のコネクター、およびケーブル 
を揷入しないでください。 
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A 注意 

• 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張ると 
コードが傷つき、火災、感電の原因となることがあります。 

• 湿気やほこりの多 V 、場所に置かな V 、でくださ！/、。火災、感電の原因となることがあります。 

• 本プリンターの通気口をふさがないでください。通気口をふさぐと内部に熱がこもり、火災 
の原因となることがあります。 

• 印刷直後は、プリンター内部の印字へッドが非常に高温になっています。ご注意ください。 
アクセス•カバーの開閉、インク-リボン.カートリッジの取り付け、詰まった用紙の取り出 
しなどを行う場合には、印字ヘッドに触れないように、特に注意してください。 

また、プリンターにカバーをかける場合は、電源スイツチを切り、この部分の温度が十分に 
下がってからにしてください。 


A 


古：日 
问/皿 






/ j \ 注意 

• アクセス.カバー、フロント.カバー、単票用紙挿入ガイド、および用紙スタンドの開閉は、 
ていねいに行ってください。 

• 長時間使用しなレ、場合は、電源コードをコンセントから抜いておいてください。 
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プリンターの特長 


項 目 

機 能 

特 長 

用紙サイズ 

5573- W 02 

単票用紙 

76 mm (3.0 in.) - 419 mm (16.5 in.) 

連続用紙 

76 mm (3.0 in.) - 406 mm (16.0 in.) 

5573- V 02 

単票用紙 

76 mm (3.0 in.) - 297 mm (11.7 in.) 

連続用紙 

76 mm (3.0 in.) - 254 mm (10.0 in.) 

多彩なサイズの用紙が利用可能 
5573- W 02 は、ハガキから A 3 サイズま 

で 

5573- V 02 は、ハガキから A 4 サイズま 

で 

印字速度 

漢字高速 120 cps (6.7 cpi ) 

通常速 60 cps (6.7 cpi ) 

ANK 高速 180 cps (10 cpi ) 

通常速 92 cps (10 cpi ) 

SBCS ドラフト 275 cps (10 cpi ) 
レター 92 cps (10 cpi ) 

多彩な印字速度 

文字ピッチ 

漢字 5,6,6.7,7.5 cpi 

ANK 10,12,13.4,15 cpi 

SBCS 10，12，15,17,20,2 4 ，PS cpi 

多彩な印字表現に対応 

フォント* 

スタイノレ 

漢字/かな明朝体 
英数文字 明朝/エリート/ 

クーリエ/ゴシック 

SBCS Draft / Gothic / 

Courier / Script / 
Orator / Prestige / 

Presentor 

多彩な表現に対応 

印字スタイル 

倍角（縦、横)/ 4 倍角/強調 
/下付き/上付き/»線/縦書き 
/縮小/下線/重ね打ち 

多彩な印字表現に対応 

これらのスタイルは、プリンター•コ 

マンドで設定 

操作パネル 

LCD 画面， 

設定スイッチ，印刷スイッチ 
スイッチ1，スイッチ2,スイッチ3, 

スイッチ4 

LCD 画面で簡単操作 

煩雑なエミュレーシヨン切り換えも 

簡単 

ぺ'ーノく'一 • 

パーク 

連続用紙をロード/退避 

連続用紙を外さずに単票用紙利用可 
能 

フロント* 

ローデイング 

単票用紙のロード 

前面から簡単に揷入可能 

ティア•オフ 

ミシン目切り取り 

連続用紙のミシン目が簡単に切り取 
れる 
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項 目 

機 能 

特 長 

トラクター 

2段トラクター 
上トラクター（オプション） 

下トラクター（標準装備） 

上トラクターを装着することにより、 

2種顔の連続用紙をセット可能 

複葉紙 

オリジナル+5 

1+5以上の用紙についても用紙の種 
類によっては、用紙厚調整レバーの 
位置を変更することにより利用可能 

ソフトウェア . 

5577 

各種エミュレーシヨン機能によりほ 

コンパチビリティ 

Proprinter 

ESC/P-J84 

とんどのアプリケーシヨンに対応 

インターフェース 

コンバージド•インターフェース 

スタンダード•インターフェース 

IEEE 1284準拠双方向パラレル 
(ニブルモード、 ECP モード対応） 

各種システム.ユニットに接続可能 


接続機種 

ThinkPad,NetVista 等の IBM PC および互換機， RS/ 6000 

• 別途印刷装置ケーブルが必要です。 








空白ページ 


XII 




目次 


電波障害自主規制届出装置の記述 . i 

高調波抑制対策®記述 . i 

⑶ I こ . iii 

本書の構成 . iii 

ル . iv 

消耗品/オプション . iv 

安全に正しくお使いいただくために . v 

プリンターの特長 . x 

mmm . xi 

mim . 設置 . l-i 

1 . 付属品の確認 . i-i 

2. 梱包材料の取 y 外 L .1-2 

3. 設置についてのご j 主意 .1-3 

4. 各部(7)«称&機能 .1-4 

5. 電源コードの接続 .1-6 

6. インク■リボン■力一トリッジのセット .1-7 

7. プリンター■ケーブルの接続 .1-11 

8. テスト印字 .1-13 

8.1 テスト印字項目 .1-13 

8.2 テスト印字の入り方 .1-13 

8.3 テスト印字設定方法 . 卜14 

8.3.1 テスト印字設定方法の1例 .1-14 

8.3.2 テスト印字出力例（テスト印字モード： rself 72 j ).1-15 

8.3.3 テスト印字ツリー体系 .1-16 

9. アプリケーシヨン■ソフトウェア .1-17 

10. Windows 用プリンター.ドライバーの導入と起動 .1-17 

第2章.操作パネル .2-1 

1. 外観 fc ' cfc び機能 . 2-1 

2. X 心ン f 機能 .2-2 

3. LCD 表示および内容 .2-3 

4. LCD 画面について .2-4 

4.1 印刷状態について .2-4 

4.2 LCD 画面の移行について .2-5 

4.2.1 轉使鱗 .2-5 

4.2.2 下トラクター使用日寺 .2-6 


xiii 








































第 3 章.用紙のセット .3-1 

1. 単票用紙のセット .3-1 

1.1 単票用紙のセット .3-2 

1.2 単票用紙のセット（連続用紙セット時） .3-5 

2. 連続用紙のセット .3-10 

3. 印字開始位置（先頭行 = TOF ) の調整 .3-15 

3.1 単票用紙 .3-15 

3.2 連続用紙 .3-17 

4. 左マージンの調整 .3-19 

4.1 単票用紙 .3-19 

4.2 難用糸氏 .3-20 

5. 用紙厚調整 .3-21 

6. ティア■オフ機能 .3-22 

6.1 ミシン I 切り取り位置の調整 .3-22 

6.2 ミシン I 切り取 <9 .3-24 

第4章.設定モード/初期値設定 .4-1 

1. 設軒 一 K .4-1 

1.1 シ3キチ .4-2 

1.2 トラクタモード .4-2 

1.3 インジソクド .4-2 

1.4 チ3 0 セ < . 4~3 

1.5 B ケシ .4-3 

2. 初期値設 g .4-4 

2.1 設定項目 .4-4 

2.2 初期値設定の入り方 .4-7 

2.3 初期値設定方法 .4-8 

2.3.1 初期値設定方法の1例 .4-8 

2.3.2 初期値設定ッリー体系 .4-10 

3. 基線調整 .4-13 

4. 初期値 E 口刷 .4-16 

4.1 初期値印刷方法 .4-16 

4.2 初期値晒贴例 .4-17 

5. I ■'レース■モー h . 4~18 

5.1 トレース.モードの入り方 .4-18 

6. ユーザ ー No . について .4-19 

6.1 ユーザー No . «登録方法 .4-19 

6.2 ユーザー No . の呼び出し方 .4-21 

6.3 ユーザー No . のリセット .4-22 

第5章.問題判別 .5-1 

1. チェック•リスト .5-1 

2. 用紙詰まり除去 .5-9 

2.1 藤用糸氏 .5-9 

2.2 単票用紙 .5-10 


XIV 















































第 6 章.消耗品、オプションおよび保守 .6-1 

1. 消 , 幸毛ロロロ .6-1 

1.1 インク • リホン•力^—トリクシ . 6-1 

1.1.1 インク • リボン • カートリッジの交換 .6-1 

2. オプション .6-2 

2.1 プリンター • ケーブル .6-2 

2.2 自動給紙機構 ( ASF ).6-2 

2.2.1 付属品の確認 . 6-3 

2.2.2 自動給紙機構の取り付け . 6-4 

2.2.3 自動給紙機構の取り外し .6-8 

2.2.4 自動給紙モードでの単票用紙のセット . 6-11 

2.2.5 手差し給紙モードでの単票用紙のセット . 6-15 

2.3 上トラクター .6-18 

2.3.1 付属品の確認 . 6-18 

2.3.2 上トラクターの取り付け . 6—19 

2.3.3 上トラクターの取り外し . 6-22 

2.3.4 用紙のセ : y h . 6 _ 24 

2.3.5 トラクターの切り替え . 6-29 

2.3.6 单票用紙のセット . 6-32 

3. クリーニング .6-36 

3.1 プリンター内部のクリーニング .6-36 

3.2 カノく一のクリーニング . 6-36 


XV 

























第 7 章.用紙について .7-1 

1. 臟【こ M すが主意 .7-1 

2. 連続用紙（下トラクター、上トラクター使用時） .7-3 

2.1 印字可能領域と用紙寸法（印字ヘッドの1番ピンにて印字した場合） .7-3 

2.2 用紙の種類および枚数 .7-4 

2.3 複棄紙の使用条件 .7-5 

2.4 ミシン目について .7-7 

2.5 連続用紙の用紙切れ（用紙終了） .7-8 

3. 単票用紙 .7-9 

3.1 単票用紙揷入ガイドからの給紙 .7-9 

3.1.1 印字可能領域と用紙寸法（印字ヘッドの1番ピンで印字した場合） .7-9 

3.1.2 用紙の種類 .7-10 

3.2 自動給紙機構 ( ASF ) からの給紙 .7-11 

3.2.1 印字可能領域と用紙寸法（印字ヘッドの1番ピンで印字した場合） .7-11 

3.2.2 用紙の種類 .7-12 

3.3 上トラクターまたは自動給紙機構の手差しガイドからの給紙 .7-13 

3.3.1 印字可能領域と用紙寸法（印字ヘッドの1番ピンで印字した場合） .7-13 

3.3.2 用紙の種類 .7-14 

3.4 単票用紙の使用条件 .7-15 

3.5 単票用紙の印刷範囲について .7-16 

3.6 単票用紙設計上の注意 .7-16 

4. 官製ハガキ .7-17 

4.1 寸法および規格 .7-17 

4.2 印字可能領域（印字ヘッドの1番ピンで印字した場合） .7-18 

5. 封筒（手差し給紙のみ印刷可能） .7-22 

5.1 推 .7-22 

5.2 郵便番号記入わく .7-24 

5.3 封筒の種類および重量 .7-24 

5.4 印字可能領域（印字ヘッドの1番ピンで印字した場合） .7-25 

6. ラベノレ紙（連続用紙モード時） .7-27 

6.1 印字可能領域と寸法（印字ヘッドの1番ピンで印字した場合) .7-27 

6.2 台紙の重量 .7-28 

6.3 紙厚 .7-28 

7. 事前印刷 .7-29 

7.1 事前印刷の注意 .7-29 

付録 A . 仕様一覧 . A -1 

1. 稼働環境条件 . A -1 

2. 電気的仕様 . A -1 

3. 物理的仕様 . A -1 

4. 字仕様 . A -2 

5. 印字ヘッドの温度上昇時の保護機肯 g . A -2 

6. パ'—コードおよび擬似 OCR - B 印刷について . A -3 


XVI 















































付録 B . 診_肯旨 . B-l 

1. 初其月診断機能 . B -1 

2. 動作時診断機能 . B -1 

3. -表示 . B -2 

4. 印字テスト機能 . B -2 

5. ブ'サし . B -2 

6. トレース機能 . B -2 

付録 C . プリンター■コマンド . C -1 

1. 5577コマンドー覧 . C -1 

2. コマンドのネ既要 . C -5 

2.1 用 g . 05 

2.2 印字開始条件 . C -6 

2.3 コマンド . C -7 

3. データ■ストリーム作成上の考慮点 . C -43 

3.1 レベル E プ y ンター . C -43 

3.2 印屈 IJ 業務でのプリンターの初期化 . C — 44 

3.3 y ° V ンターの初期値 . C -44 

3.4 文字の配置 . C -45 

3.4.1 行ピッチ設定時の考慮点 . C -45 

3.5 行ピッチと実際の改行幅の違い . C 一 48 

3.6 書式ぜ定 . 049 

3.6.1 印刷領域の設定 . C — 49 

3.6.2 垂直/水平タブの設定 . C — 49 

3.6.3 垂直/水平方向位置移動 . C — 49 

3.6.4 ミシン目スキップにつレ、ての注意 . C — 49 

3.7 フォント，スタイノレの指定 . C -50 

3.8 文字装飾の組み合わせ . C -50 

3.9 右マージンを超えるデータの印字 . C -51 

3.10レベル E 機能解除時の注意 . C -51 

3.1190年改訂内容 . C -52 

4. ESC / P コマンド . C -53 

4.1 ESC / P コマンドー覧 . C -53 

4.1.1 文字/スタイル選択 . C -53 

4.1.2 水平方向移動 . C -53 

4.1.3 改行 . C -53 

41.4 用紙書式 . C -54 

4.1.5 プリンター制御 . c -54 

4.1.6 テキスト印字 . C -55 

41.7 垂直方向移動 . C -56 

4.1.8 その他 . C _ 56 

4.1.9 グラフィック-コマンド . C — 56 

41.10漢字コマンド . C — 57 

4.1.11 拡張コマンド . C -57 

4.2 ESC/P 制限事項 . C -58 

4.3 拡張コマンドの詳細 . C -58 


















































5. PPDS コマンド . 

5.1 PPDS コマンド、一覧 . 

5.1.1 文字/スタイル選択 . 

5.1.2 水平方向移動 . 

5.1.3 改行 . 

5.1.4 用紙書式 . 

5.1.5 プリンター制御 . 

5丄6 テキスト印字 . 

5.1.7 垂直方向移動 . 

5丄8 その他 . 

5.1.9 グラフ ィ ック • コマンド . 

5.2 PPDS 制限事項 . 

6. 文字セット . 

6.1 制御コ'~~ド、表 . 

6.2 日本語 DOS 文字セット（半角文字) . 

6.2.1 コード • ページ 932 . 

6.2.2 コード • ページ 942 . 

6.2.3 漢字コード表（全角文字) . 

6.2.4 日本語文字セツト（新）と（旧）の違い . 

6.2.5 日本語文字セット（新）で追加された全角文字 （ コード表）. 

6.3 SBCS ( PPDS ) 文字セット . 

6.3.1 コード • ページ 437 . 

6.3.2 コード • ページ 850 . 

6.3.3 コード • ページ 858 . 

6.4 ESC / P 文字セット . 

6.4.1 カタカナ • コード表 . 

6.4.2 拡張グラフィックス • コード表 . 


用語-記号 .x-i 

索引 . X -2 

































